みち 幅 三^と ない 横町の 両側に は、 いろ とりどりの 

店々 が 虹の ように 軒 を つらねて、 銀座 裏の 明るい 一 団 

を 形づくつ ていた。 青い ネオンで 「カフェ • 青 蘭」 と 

書かれた、 裏露路 にして はかなり 大きな その 店の 前に 

は、 恒 川と 呼ぶ 小 綺麗な 煙草 店が あった。 二階建で 間 

けん こまごま 

ロニ 間 足らずの、 細々 と美し く 飾りた てた 明るい 店で、 

， 一 ま 

まるで 周囲の 店々 から 零れお ちる ジャズ の 音 を 搔きぁ 

つめる ように、 わけもなく その 横町の 客 を 一手に 吸い 

よせて、 ぬくぬくと 繁昌して いた。 



硝子 戸に 小さな 穴の ような 窓が 明い ていて、 そこから 

晚ぃ 客に 煙草 を 売る ことが 出来る ようにし てあつ た。 

たつ じろう おとこ 

達次郎 —— それが 房 枝の 若い 情人の 名前 だ つたの だが、 

この 男 も、 どうした のか、 今夜 は 店先へ も 顔 を 出さな 

かった。 

II 確かに 今夜 は 深刻 だよ。 

—— 達 次 郎と澄 ちゃんの 仲、 とうとう 証拠 を 押えら 

れ たんかな。 

女給 達 は、 再び 眼と 眼で 囁き 合う のだった。 けれど 

もやが て 辺りが どんどん 静かに なって 来て、 四 丁目の 

交叉点 を わたる 電車の 響が 聞え るよう になる 頃に は、 



ずに、 青くな つて 店先で ガタ ガタと 顫えて いた。 

「青 蘭」 の 女達 は、 さっきから 自分 達の 見て いた 全部 

の 出来事 を、 簡単に かいつまんで、 だが ひどく 落つ き 

のない 調子で、 警官に 申立てた。 例の 三人組 も、 その 

申立て を 裏書きした。 この 証人 達 〔# 「達」 は 底本で は 

「連 匕 の 申立てと 云い、 被害者の 残した 断末魔の 言葉 

といい、 早く も 警官 は 事件の 大体 を 呑み込んで、 早速 

房 枝の 捜査に とりかかった。 

煙草屋の 二階に は、 殺人の 行われた 部屋の 他に、 裏 

に 面した 部屋と、 間の 部屋と、 都合 二 部屋あった。 が、 

その 二 部屋と もに 房 枝の 姿 は 見えなかった。 階下に は、 



いたが、 やがてい つた。 

「_ つまり、 なんだ な、 あの 澄 子と いう 女 を 殺して 

たちすく 

から、 この 房 枝 は、 暫く 呆然と して 立 竦ん どった が、 

「青 蘭」 の 窓から、 君達に 見られと つたと 知る と、 急に 

正気に 戻つ て …… さりと て 階下へ おりる の は 危険 だか 

ら、 ひとまず よろよろと 押入の 中へ 隠れ 込んだ …… が、 

そうして いるう ちに も、 いよいよ 自責と 危険に 責めら 

れる につれ、 堪えられ なくなって とうとう 自殺した… 

…ふむ、 まず そんな 事 だな」 

警官 はそう 云って、 桃色の 寝巻の ままで 泣き じ や 

くって いる 君子の ほうへ、 手帳 を 出しながら 身 を 屈め 



バ— . テン にし むら 

それ は、 「青 蘭」 の 支配人で、 西 村と 名乗る 青年 だつ 

た。 ガリ ガリ ベル を 鳴らして、 せわしげに 電話 を 掛け 

てよ こした。 

「 …… もしもし、 警部さん です か。 私 は 『青 蘭』 の 

バ ー • テンです が、 幽霊の 正体が 判りました。 澄 子 さ 

んを 殺した 幽霊 犯人の 正体が、 判つ たんです よ …… 今 

晚 こちらへ お出掛け 下さいません か 9 ええ、 その 

折お 話しいた します …… いや、 幽霊 をお 眼に 掛けます 

…：- J 



い 席 をす すめて、 女達に 飲物 を 持って来させた りした。 

が、 警部 は 最初から 苦り切つ ていて、 ろくに 口 もき か 

-っさ んくさ バ — . 一 T ン な 

ず、 胡散臭げ に 支配人の する こと 為す こと を、 ジロジ 

うかが 

口 靦 つていた。 

窓 越に 見える 直ぐ 前の 煙草屋の 二階に は、 死体 はも 

う 解剖の ために 運ばれて 行った ので、 普段と 変な く、 

ガラス 

スリ 硝子の はまった その 窓に は、 電気が 明るく ともつ 

ていた。 

「実は、 なんです」 支配人が 口 を 切った。 「 …… 下手に 

御 説明 申 上げたり する より は、 いっそ 実物 を 見て 頂い 

たほうが、 お判り 願える と 思いまして」 



ァ、 そう 私 は 考え るんで すよ」 

「冗談 じゃァ ない ぜ」 警部が とうとう 吹き出し てし 

まった。 「すると 君 は、 あの 時、 ホラ そこにい る 女給 さ 

ん 達が 見た、 あの 無地の 着物 を 着て、 剃刀 を 持って、 

ガラス 窓に よろ け かかった 女 を、 房 枝で はなく 澄 子 だ 

と 云 うんだ ね 9 …… 飛んでも ない、 それ こそ 感 違いだ 

よ。 いい かい。 まず 第一、 着物の こと を 考えて 見た ま 

え。 房 枝 は あの 通リ 地味な 着物 を 着て いたし、 澄 子 は、 

あの 通リ 派手な 着物 を 着て いたし …… 」 

「お待ち 下さい」 を 配 人が 遮 切った。 「つまり、 そこん 

とこです よ。 幽霊が 出た と 云う の はね …… もう 仕度が 



立ち 願います」 

ふく つら パ—. テン 

警部 は 脹れ 面 をして、 支配人の 云う 通り 窓際へ 立つ 

た。 いままで、 遠慮して 遠 巻に していた 女給 や 客 達 も、 

この 時 ぞろぞろと 窓の 方へ 雪崩れ よって 来た。 支配人 

が 云った。 

「お向いの 窓 を 見て いて 下さいよ」 

三 間ば かり 前の その 煙草屋の 二階の 窓に は、 その 時 

はま だ 前と 同じように 静かに 灯が ともつ ていたの だ 

ガラス 

が、 やがて その 部屋の 中に 人の 気配が すると、 窓 硝子 

へ 人影が うつった。 

こちらの 人び と は、 何事が 始まる だろうと 思わず 身 



持って いた ナショナル. ランプの 光 を、 その 女の 背中 

に 投げ かけた。 と、 なんと 今まで、 殆んど 無地と も 見 

え る 黒 つぼい 着物 を 着 ていた 年増 女の 姿が 、 不意 に 、 

黒地に 思い切り 派手な 臓 脂の 井桁 模様 を 染め だした 着 

物 を 看た、 若い 娘の 姿に 変って しまった。 

「君ち やん。 ありがとう」 

支配人が、 向う の 窓へ 呼びかけた。 すると 窓の 女 は、 

静かに こちら を 向いて 淋しげ に 微笑んだ。 君子の 顔 

だった。 

「ご覧に なった でしよう。 …… いや、 君子さん と、 あ 

の 着物 は、 ちょっと この 実験の ために 拝借し たんです 



よ」 

支配人 はそう 云って 振 返る と、 呆気に とられて いる 

レ たずら 

警部の 顔へ、 悪戯そう に 笑い かけながら、 再び 云った。 

「まだ、 お判りに なりません か 9 じ ゃァ、 申 上げ 

ましょう。 …… いいです か、 こう 云う 事 を 一寸 考えて 

見て 下さい。 例えばで すね、 赤い インキで 書いた 文字 

を、 普通の 色の ない ガラスで 見る と、 ガラスな しで 見 

ると 同じように 赤い 文字に 見える でしよう？ しかし、 

同じように 赤い インキで 書いた 文字 を、 今度 は 赤い ガ 

ラス を 通して 見る と、 赤い 文字 は 何も 見えません よ。 

…… 恰度、 あの 写真の 現像 をす る 時に です ね …… 私 は、 



けたんで す。 だから、 この 窓に いた 人た ち は、 少しも 

気づかな かったんで すよ」 

「いったい その、 青い 電燈は どこに ついて たんです」 

「 い やもう、 皆さん. 一 」 承知 の 箬じ ゃァ ありません か！」 

警部 はこの 時、 ハツと なると、 支配人の 言葉 を 皆 ま 

で 聞かずに 窓際へ かけよった。 そして 窓枠へ 手 を 掛け 

足 を 乗せる と、 外へ 落ちて しまい そうに 身 を 乗り出し 

て、 上の 方 を 振 仰いだ が、 直ぐに、 「ゥ ム、 成る ほど！」 

と 叫んだ。 

「青 蘭」 の その 窓の 上に は、 大きく 「カフェ . 青 蘭」 

と 書かれた 青い ネオン. サインが、 鮮 かに 輝いて いる 



のだった。 

「しかし、 それにしても、 よく まァ こんな 事に 気がつ 

いたね？」 

あとで ビ ー ルを 奢りながら、 警部 は 支配人に - J う 尋 

ねた。 若い 支配人 は、 急に てれ 臭そう に 笑いながら 

いった。 

「いや、 なんでもないで すよ。 …… 第一 私 なぞ、 こん 

な 幽霊 現象なら、 いつも ちょっと したやつ を 見て 暮し 

てい るんで すから ね」 と 女給 達の ほう を 顎で しゃくり 

ながら、 「こ の 連中、 昼と 夜で は、 同じ 着物 もまる で 違つ 

ちま うんです からね …… これ も 一種の、 銀座 幽霊です 



よ. 



(「新 青年」 昭和 十 一 年 十月 号) 
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